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1 『哲学への寄与』に続く草稿群としては、全集第６６巻『省察(Besinnung)』（1938・39）が１９９７年









2こうした種類の研究としては、例えば、バルトの弟子である Heinrich Ott による, Denken und Sein Der 
Weg  Martin Heideggers und der Weg der Theologie, Evangelischer Verlag,1959、ハイデガー存在論と
ラーナーやブルトマンら神学者の思想との関係について広く考究した, Alfred Jäger, Gott.Nochmals 
Martin Heidegger, J.C.B.Mohr,1978. 初期フライブルク期の宗教現象学講義にも言及している Matthias 
Jung, Das Denken des Seins und der Glaube an Gottt,、Königshausen & Neumann, 1990.、ギリシア正
教の伝統の中でハイデガーとアレオパギテースとを比較した Christos Yannaras, On the Absence and 
unknowability of God,t＆t Clark, 2005（初版は１９６７年）、ボナヴェントゥーラ、エックハルトらの思
想とハイデガーの思想を比較した Sonya Sikka, Forms of Transcendence Heidegger and Medieval 
Mystical Theology, State University of New York, 1997.へブライの思想とハイデガーの思想を比較した




3 こうした研究を含んだものとしては、例えば、Friedrich – Wilhelm v. Herrmann , Wege ins Ereignis , 
Vittorio Klostermann Frankfurt am Main 1994.  Paola-Ludovica Coriando, Der letzte Gott als 


























                                                                                                                                                     




『哲学への寄与』研究』法政大学出版局 2009 年（225－242 頁において最後の神の問題が扱われている）
などがある。 
4 こうした研究は、実際には、1995 年の全集 60 巻刊行以前から、オットー・ぺゲラーが師のベッカーの
筆記ノートをもとにその著書で紹介した Otto Pöggeler, Der Denkweg Martin Heideggers, Günter 
Neske,Pfullingen,1963. s.36-38.をもとにして、間接的には、かなり以前からなされていた。こうしたもの
としては、茅野良男『初期ハイデッガーの哲学形成』1972 年 114-118 頁、Karl Rehman, “Christliche 
Geschichitserfahrung und ontologische Frage beim jungen Heidegger,” in 



































































































































































































                                                   
5 Vgl. Martin Heidegger, Aus einem Gespräch von der Sprache,  in  Unterwegs zur Sprache, Günter 





















                                                   































































                                                   
8 Vgl. Martin Heidegger, Frühe Schriften, Vittorio Klostermann,1972, S.IX-X 以下、この書物からの引
用は、（FS 頁数）によって示す。 





























































































































































































































































































































                                                   






































あえてここでは ens も esse も、「存在」と訳出した。ちなみに、渡邊二郎『ハイデッガーの実存思想』に
おいても、この論文の ens については、「存在」と訳されている。またスコトゥスの『存在の一義性』（花










専ら、〈無限なるエンス〉として神を概念化している」とされる（同書 33 頁）。 







































                                                   
21 “Maxime autem dicuntur scibilia dupliciter:vel quia primo omnium sciuntur , sine quibus non 
possunt alia sciri; vel quia sunt certissima cognoscibilia. Utroque autem modo ista 
scientia(scil.Metaphysica) considerat maxime scibilia….maxime scibilia primo modo sunt 
communissima, ut est ens inquantum ens et quaecumque sequuntur ens inquantum ens”. 
Quaest.sup.Met. Prologus,4b(FS157-8,Anm.2)  
22“ ….Quaecumque autem rationes transcendentes, quae sunt quasi passions entis, ut verum, bonum 
etc.sunt posteriores primo objecto;  et quaelibet earum atque per se est intelligibilis, nec una magis 






































                                                                                                                                                     
多く持っているということはない」。) 































                                                   





あるとは、無論、言われていない。“Cum ergo quaelibet res et quidquid est in rebus, quocumque modo 
esse vel rationem entis participet, aliqui modo sit imperfectum et admixtum, oportet, quod omnis res 
secundum illud totum, quod in ea est, a primo et perfecto ente oriatur: hoc autem ens non est neque 








































                                                   
26 ハイデガー自身は、明確に述べてはいないが、非感性的な現実性のうちには、最高の現実性である神や、
天使などが含まれるものと考えられる。 
27 Vgl.FS.217-219. ハイデガーの脚注によれば、スコトゥスは、Ens verum est ens diminutum et est ens 










































































                                                   
29 Vgl.FS.244,Anm.14 そこでは、スコトゥスの文からの引用で“、…res ut intelligitui, cui extraneum 
est existere….secumdum quod significatur.”という言葉が挙げられている。 
30 vgl.FS255 
31 “Rationes significandi non inducuntur per motum, sed sunt intentiones inductae per animan”. 










































































                                                   








































                                                   
34 この点も、レーヴィットの書物において指摘されている。Vgl.Karl Löwith, Heidegger Denker in 































18 世紀）と歴史的世界』、『15－16 世紀における人間理解の分析』といった書名を挙げている（GA60,37）。 
36当時、ハイデガーの師フッサールも、ディルタイの影響を受けていたことが、榊原哲也氏の研究で明ら
かとなっている。榊原氏の研究によれば、フッサールは 1905 年のディルタイとの会話のあと、ディルタイ
の『精神科学序説』を 1905 年から 1911 年の間に読み、また 1911 年前後には『精神科学における歴史的












































                                                   
39 同書 206 頁参照。 
40 同書 216 頁参照。 
41 同書 212 頁参照。 































                                                   
43 a.a.O.S.230. 
44 Vgl. .a.a.O.S231-241 
45 Vgl.Martin Heidegger,Mein Weg in die Phänomenologie, in Zur Sache des Denkens, Max Niemeyer 
Verlag,2000, s.81-90. ハイデガー『存在と時間』III 中公クラシックス、2003 年の巻末の渡邊二郎の手に
よるハイデガーの年譜（同書 315-316 頁）をも参照。 
46 フッサールが、助手であったハイデガーに、「立ち入った個人的指導」と「未発表の諸探究をきわめて自
由に見せ」ること通じて、「現象学的研究のこのうえなくさまざなま領域に親しませてくれた」ことは、ハ
イデガー自身が、感謝をもって報告しているところである。Vgl.Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max 





































                                                   
47 Vgl.Martin Heidegger, Zur Sache des Denkens,Max Niemeyer Verlag Tübingen.2000.s.86-87. 
48 Vgl.Edmund Husserl,Logische Untersuchungen, Felix Meiner Verlag,2009.この書物は、1 巻と 2 巻と
の合本で頁もそれぞれ 1 頁からはじまるため、この書物からの引用は、（L 巻数、頁数）で示すことにする。









である」という「存在」を表す語や、「量の諸形式と基数の諸規定など（Ein と Das 、 Und 

















































                                                   
49 エトムント・フッサール『イデーン 1－１』 渡邊二郎訳 みすず書房 2001 年 13 頁参照。 
50 ハイデガーの現象学との関係については、注 46 をも参照。渡邊二郎『内面性の現象学』勁草書房 1978




る（同書 128 頁参照）。（ちなみに、ハイデガー自身の記述では mit älterren Schülern となっている。








書 132 参照）。この問題については、また、Jiro Watanabe,“ Heidegger’s phenomenoliogy of being and 
Husserl’s phenomenology of consciousness”（Phenomenology world-wide, Foundations-Expanding 
Dynamics-Life-Engagements, A Guide for Researcch and Study,edited by Anna-Teresa 













































                                                   
51 Vgl.Martin Heidegger, Gesamtausgabe,Band 20,Vittorio Klostermann Frankfurt am 



























                                                   








解し、生の存在性格への問いに答えるに至らない」と批判している。（ハイデガー全集 第 17 巻 『現象


























                                                                                                                                                     
































































意味する Gelassenheit は、「呼び求める促しに聴従帰属する Gelassenheit の内部で遂行される」として,
ハイデガーの存在の思索におけるエックハルトの思想との関係を重視している。（Vgl.Friedrich- Wilhelm 













































                                                   
57 Vgl.GA60,315f. 
58 Vgl.Meister Eckhart, Von der Abgeschiedenheit, in Vom Wunder der Seele, Reclam,2002, S.27. 





























                                                   
60 Vgl.Friedrich Schleiermacher, Über die Religion, Reclam,2007, S.27-89.訳文については、シュライエ
ルマッヘル『宗教論』 佐野勝也・石井次郎訳 岩波文庫 昭和 24 年のものを使用させていただいた。 





エルマッヘル『宗教論』 佐野勝也・石井次郎訳 岩波文庫 昭和 24 年 4３頁参照。） 
63 同書 55 頁参照。 
64 同書 63－64 頁参照。ハイデガーは、草稿に“Alles mit Religion tun, nichit aus Religion. Religion soll 
wie eine heilige Musik alles Tun des Lebens begleiten”.(GA60,322)と、シュライエルマッハーの言葉を
記している。 
65 同書 78 頁 




























                                                   
67 同書 78－79 頁参照。 
68 同書 92 頁参照。 
69 同書 92 頁参照。 
70 同書 106 頁参照。 
71 同書 110 頁参照。 
72 同書 111 頁参照。 
73 同書 112 頁参照。 
74 Den Weltgeist zu lieben und freudig seinem Wirken zususchauen,das ist das Ziel unserer 






































                                                   


































































Heidegger, Gesamtausgabe Band 60, Phänomenologie des Religiösen lebens, Vittorio Klostermann 
Frankfurt am Main ,1995. S.339-343.を参照。（以下、ハイデガー全集からの引用は、丸括弧内に GA 巻
数,頁数によって示す。）本講義の内容は、1995 年の全集 60 巻刊行以前から、オットー・ぺゲラーが師の
ベッカーの筆記ノートをもとにその著書で紹介したためもあって、広く知られていた。Vgl. Otto Pöggeler, 
Der Denkweg Martin Heideggers, Günter Neske,Pfullingen,1963. s.36-38. ぺゲラーの報告をもとにし
た考察としては、茅野良男『初期ハイデッガーの哲学形成』1972 年 114-118 頁、Karl Rehman, Christliche 
Geschichitserfahrung und ontologische Frage beim jungen Heidegger, in 
O.Päggeler(ed.),Heidegger.Perspektiven zur Deutung seines Werkes, Königstein,Athenäum,1984. 





















研究によって」であることも指摘されている(同書 10 頁、20－26 頁参照）。そのほかにも、パウロ書簡解
釈に触れたものとして、小野真「ハイデッガー研究―死と言葉の思索―」京都大学学術出版会 2002 年、









第一節．「宗教現象学入門」講義 第一部 の概要 



























ことに注意。ここでの historisch なものは、『存在と時間』では、Geschichtlichkeit と呼ばれているもの
に近い（vgl., Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer Verlag, 1993, s. 393. 以下、この書物か
らの引用は、丸括弧にＳＺ頁数で示す）。事実的な生の経験を「史的なもの」として捉える見方は、ディル




蒙（→注に拠れば、正しくは 18 世紀）と歴史的世界』等の著作を挙げている（ＧＡ60,37）。vgl.Wilhelm 






















                                                                                                                                                     




































































88ハイデガーは、この箇所へのメモのなかで、Für Paulus :Gott allein wirkt alles in der Sendung Cristi! 






































                                                                                                                                                     
索することによって、行為している」とする点においても見て取ることができる。(vgl.Martin Heidegger, 
Über den Humanismus, Vittorio Klostermann, 2000, s.5 以下、この書物からの引用は丸括弧内にＨ頁数
で示す。なお、訳文については、渡邊二郎訳を参照させていただいた。)                                                                                                      
89 当時の終末思想と、それに結びついた古い世（アイオーン）は過ぎ去り、新しい世（アイオーン）が来
るという「アイオーン」の理解については、例えば、Ｅ・ローゼ『新約聖書の周辺世界』日本基督教団出







の手紙」第 1 章 10－11 節。傍点は発表者）  
91 パウロは、キリスト教徒を迫害するために向かっていたダマスコへの旅の途上で、天からの「サウル、
サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかけるイエスの声を聞いて回心したとされている。（使徒言

































































ここでハイデガーは、パウロが、「テサロニケの信徒たちの Gewordensein ( γενηθῆναι ) 
を経験し」また、「テサロニケの信徒たちが、彼らの Gewordensein についての知を持って
いること（οἴδατεなど）を経験している」と解釈する（ＧＡ60,93）。そして、「テサロニケ
の信徒たちの Gewordensein は、また、パウロの Gewordensein」であり、「彼らの












版社 1986 年 土屋博 訳 226－227 頁参照） 
95 ハイデガーの講義では第一回目の宣教旅行のおりにコリントで書かれたとされるが（ＧＡ６０，８７）、
正しくは、第二回宣教旅行のおりに書かれたと考えられる。例えば、 レオン・モリス「ティンデル聖書
注解〈テサロニケ人への手紙〉」村瀬俊夫 訳 いのちのことば社 2004 年 14－19 頁参照） 
96 ここで、「状況」という言葉は、「現象学的な術語と見做されて」おり、（ＧＡ60,90）「何らかの遂行的
な了解に属するもの」であるとされる。(vgl..ＧＡ60,90-91)  
97ここでは、動詞 γίνομαι のアオリスト形が用いられている。Γίνομαι の辞書的な意味は、zum Dasein 
gelangen, werden, entstehen, gemacht, geschaffen werden  sich ereignen, geschehen, stattfinden, な
どである。（vgl.Walter Bauer,Wörterbuch zum Neuen Testament,  Walter de Gruyter, 1988. s.316-321）。 
98 Cf. J.D.Douglas (ed.) The New Greek – English Interliniear New Testament, Tyndale House 
Publishers, 1990. p.709  
 54 
Gewordensein によって、パウロは、共に出会われている」（ＧＡ60,93）という。 
































                                                   
99 ハイデガーは、その講義メモのなかで、「das Gewordensein ―― Sein ein neues Werden; sie zu 
einem Werden -―― absoluten ―geworden・・・」と記している。（ＧＡ60,146）。Gewordensein とは、
新たな生成を意味するのであり、神のことばを受入れて、キリスト者となることは、ハイデガーの見ると
ころ、パウロにとって、新たな存在へと生成することなのだと考えられる。こうしたキリスト者の「第二
の誕生」の可能性については、森一郎が、『死と誕生』（東京大学出版会 2008 年 17－32 頁）において、ヨ














































δὲ τῶν χρόνων καὶ τῶν καιρῶν）、兄弟たち、あなたがたには書き記す必要はあり
ません」(5 章 1 節)を指示する(GA60,102)102。すなわち、パウロは、主の再臨が「いついつ







































マ 13：11；ガラ 6：10；エフェ 5：16、ルカ 12：56；19：44〕。特にルカ文書はクロノスとカイロスのこの
関係を自覚的に考えぬき、救済史全体を一つの統一的な摂理史として提示する」とされる。（『岩波キリス
ト教辞典』2002 年 198－199 頁参照）  








































107 ここで、κλῆσιςは、召命、招き、とも訳されうるが、英語では calling, call と訳され、「呼ぶ」という
意味の動詞 καλέω に由来する語であることから「呼び」と訳した(cf.Liddel & Scott, An Intermediate 
Greek-English Lexicon, Oxford, 2000, p.437)。ドイツ語の訳語は、Berufung, Beruf である。周知のよう
に「呼ぶ」という語は、ハイデガーにとって、重要である。『存在と時間』においては、良心の呼び声が扱
われ、「最も固有な自己存在しうることへの呼び覚ましとして、呼び声 (der Ruf) は、現存在をその最も固
有な諸可能性のなかへと(〈前方〉に) 呼び進めることなのである」とされる（ＳＺ２７３）。また、『哲学
への寄与』においては、現存在の、奥深い存在の呼び求める促しへの向き変え（ケーレ）が、「呼びかけ」
（Zuruf）に聴従帰属することとして語られる。例えば、Sofern aber Da-sein erst sich gründet als 
zugehörigkeit zum Zuruf in der Kehre des Ereignisses, liegt das Innigste des Inbegriffs im Begreifen der 
Kehre selbst, in jenem Wissen , das, die Not der Seinsverlassenheit ausstehend, innesteht in der 





























































































































































                                                   










Verhaltenheit,die stimmende Mitte des Erschreckens und der Scheu,der Grundzug der 































                                                   
116 本講義のテクストは、Martin Heidegger,Gesamtausgabe, Band 60, Vittorio Klostermann Frankfurt 
am Main,1995.に収録されている。（以下、本テクストをはじめとしたハイデガー全集からの引用は、括弧
内にＧＡ巻数，頁数で示すこととする。) 全集第 60 巻にはハイデガー自身による講義ノートのほかに、
講義のためのハイデガー自身によるメモ（附録Ⅰ）と、オスカー・ベッカーの聴講ノートからの補完（附
録Ⅱ）が、添えられているので、これらを適宜参照した。本講義についての言及のある先行研究としては、
全集第 60 巻刊行以前のものでは、ベッカーの聴講ノートに基づいた Otto Pöggeler,  Karl Rehman,  
Marlène Zarader らの研究があり、全集第 60 巻刊行後のものとしては、小野真『ハイデッガー研究 死と








































                                                   
117 ここで「現象」とは、「内容意味」、「関係意味」、「遂行意味」という三つの意味の方向に従った、「意
味全体性」（ＧＡ60,63）を指す。そして、「こうした意味全体性の解明」が「現象学」（ＧＡ60,63）と呼ば








































120 周知のように、『告白』は、397 年、アウグスティヌス 43 歳のときに書き始められ、400 年、彼が 46
歳のときに全 13 巻が書き終えられている。このうち第 1 巻から第 8 巻までは、回心に至るまでの生活が記
されたものである。第 9 巻には、受洗と、母の死が語られ、第 10 巻では、現在の自己が語られる。第 11
巻では、『創世記』が解釈され、その中で、時間とは何かについての考察が展開されている。この１１巻に
ついては、『存在と時間』の中に、以下のような引用がある。Und Augustinus schreibt: inde mihi visum est, 
nihil esse aliud tempus quam distentionem ; sed cuius rei nescio; et mirum si non ipsius animi.(Martin 
Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer verlag Tübingen,1993, s.427. 以下、この書物からの引用は、


















                                                                                                                                                     
察が引き続き展開されている。 
121 講義メモからすれば、少なくとも 4２章までは、講義のなかで何らかの形で触れている。 



















ている。（クラウス・リーゼンフーバー『西洋古代・中世哲学史』平凡社、2002 年、205 頁参照） 
































                                                   
125 これは、パウロ解釈の言葉で言うなら、Gewordensein というあり方ということになるであろう。 
126 Deus autem tuus etiam tibi vitae vita est.  Comf.X 6, 10. 
127前出の「内的な人間」にとっての「光」として神をとらえる箇所と指すものと思われる。ハイデガーは、
のちに、『存在と時間』のなかで、以下のように述べている。Die ontisch bildische Rede vom lumen naturale 
im Menschen meint nichts anderes als die existenzial-ontologische Struktur dieses Seienden, daß es ist 
in der Weise, sein Da zu sein.Es ist ››erleuchtet‹‹, besagt: an ihm selbst als In-der-Welt-sein 
gelichtet,nicht durch ein anderes Seiendes,sondern so, daß es selbst die Lichtung ist. ….Das Dasein ist 
seine Erschlossenheit.(SZ133) また、同じく『存在と時間』では、良心の呼び声が、現存在の開示性のひ



























                                                   
128 ハイデガーは翌年の講義の中で自らの哲学を「原則的に無神論」としている。「神」という概念が、事
実的な生の経験以外の、すでにある世界観から取り込まれることは、現象学の方法として適切ではないと




























































































                                                                                                                                                     
理学上の根本命題であり、ただその至福の何たるかと、それを獲得する手段方法に関して各学派は意見を
異にする」ということを、アウグスティヌスはキケロの著作を通して学んでいたとされる。（『アウグステ









































                                                   
135 Cadunt in id quod valent,eoque contenti sunt . Conf.X 23,33. ハイデガーは、『存在と時間』におい
て「現存在がさしあたってたいていは配慮的に気遣われた〈世界〉のもとに存在しているということ」を
「頽落（Verfallen）」と呼ぶ（ＳＺ175）。 






















































































143 『存在と時間』では、好奇心は世人の開示性の一つの様態として取上げられ、『告白』第 10 巻 35 章が
引用されている。（Vgl.SZ171） 





















































































の実存思想 第二版』勁草書房 1994 年第二刷 501－502 頁参照。） 
149 本論注 127,135,137,140,141,143,147,148 参照 
150 この言葉は、山田晶「教父アウグスティヌスと『告白』」から借用させていただいた。（「アウグスティ





































                                                   






























                                                   
153 Martin Heidegger, Gesamtausgabe,Bd.62, Phänomenologische Interpretationen ausgewählter 







リストテレスの現象学的解釈』高田珠樹 訳、平凡社、2010 年、147 頁―224 頁に高田氏の詳細な報告が
ある。  
154 ハイデガーのアリストテレス解釈における運動性の概念を扱った先行研究としては、Servanne 
Jollivet, “Das Phänomen der Bewegtheit im Licht der Dekonstruktion der aristotelischen Physik”, in 
Heidegger und Aristoteres Heidegger-Jahrbuch 3,  Verlag Karl Alber, 2007,s.130-155、齋藤元紀『存在
の解釈学』法政大学出版会 2012 年などがある。Jollivet は、「運動原理としてのヌース」を、ハイデガー
は「ピュシスの能力」とは区別される「真理の能力」すなわち「超越」の能力と見なしているとしている










































                                                   
155 オスカー・ベッカーの報告によれば、ハイデガーは 1921 年夏学期（アウグスティヌス講義と同時期）
にアリストテレス『デ・アニマ』の演習をも行っている。(Vgl. Heidegger und Aristoteres , 






























                                                                                                                                                     
159アリストテレスにおける運動 κίνησιςについては、たとえば、『魂について』では、「四つの種類、すな
わち場所移動、性質変化、減少と増大がある」とされている（406a12 -13）(アリストテレス『魂について』




下。訳文は、『アリストテレス全集３ 自然学』出隆 他訳 岩波書店 1976 年 44 頁より引用させていた
だいた。）また、時間との関係については、『存在と時間』でも引用されているように、アリストテレスは、
『自然学』第 4 巻第 11 章において、「時間」とは「前と後ろに関しての運動の数」「数をもつものとしての
かぎりにおける運動」（（219b1 以下、vgl．SZ421 ）であるとし、また「時間」を、「運動や転化がなくて
は存在しないものであることは明白」(218b32) であるとしている。（訳文は、『アリストテレス全集３ 自










然本性によって知ることを欲する（Πάντες  ἄνθρωποι  τοῦ  εἰδέναι  ὀρέγονται 
ϕύσει．）」（980a21）を、「見ることにおける生〔見ることが-できるものにおいて明らかにな
ること〕への欲求は、人間がいかに在るか〔（存在の）存在としての時熟の仕方 seinshafte 














































                                                                                                                                                     
（Dafürnahme）を「形成する」として、これについて講義の中で検討している。〈GA62,71‐86〉。 ま
たハイデガーは、これらの箇所を講義で訳す際には、「経験（ἐμπειρία）」を「事情に通じつつ何か或るこ
とを達成する周囲との関わり（der sich auskennend etwas ausrichtende Umgang）」(GA62,20)とし、「「技
術（τέχνη）」を「実行に移しつつ、配慮的に気遣う振る舞い（die ins Werk setzende, besorgende 
Verfahrung）」とし（GA62,21）、「学問（ἐπιστήμη）」を、「（知識として）知っている了解（das wissende 
Verstehen）」(GA62,21) と訳し、さらには、「知恵（σοϕια）」を「本来的な了解（das eigentliche Verstehen）」
と訳している 






































































あることをまず明らかにし、『自然学』A 巻 1－４章のテクスト解釈を行っている。 
 





























に反してあらぬものをあるとする」「『ドクサの道』との 3 部からなる」とされる。（『アリストテレス全集 
3』、出隆 訳、岩波書店、1976 年。372 頁参照。ハイデガーは、『存在と時間』においてパルメニデスの




























                                                                                                                                                     





















































というのも生成と消滅を「まことの証し πίστις ἀληθήςが追い払ったから」だと説く断片 8・22－28 節、
あるもののほかは何もないしこれからもないだろうとする断片８・26－41 節である。（GA62,216-219）、『ソ
クラテス以前哲学者断片集』第Ⅱ分冊、岩波書店、内山勝利 他訳、1997 年参照。ちなみに、日下部吉信




秘匿性を信じる信頼 πίστις ἀληθήςが追放してしまったのだ」（GA62,219）と訳している。 



















































































                                                   
















































































































































                                                   
185 Vgl.Hans-Georg Gadamer,  Heideggers ››theologische‹‹ Jugendschrift, in  Martin Heidegger, 
Phänomenologishce Interpretationen zu Arinsoteles,Reclam,2003, s.76-86.   . 
186gl.Martin Heidegger, Erläuterungen zu Hölderlins Dichtung, Vittorio Klostermann, 1994, s,49-77. 
187 vgl.GA9,240 
188Vgl.SZ2,3,10,14,18,25,26,32,33,39,40,93,138,159,170,171,199Anm.,208,212-214,219,225,226,244An

















































                                                                                                                                                     
ち、自らを秘匿すること（奥深い存在の本質）をはじめて開示し、そのようにして、奥深い存在自身の真
理であるところの、かの開けの生き続ける働き（Wesung）である」（GA65,296）としている。 
191 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd.19, Vittorio Klostermann, 1992. この書物からの引用
は、（GA19,頁数）で示すこととする。 
192 この講義の前半部分は、実は、アリストテレス解釈にあてられている。プラトンの『ソピステース』が
解釈されるのは、後半の、227 頁から 610 頁までである。 





















































                                                   
194 同上 63 頁参照。 
195 同上 64 頁参照。 
196 Vgl.246a4sq., GA19,439-444, 463-486. 























































                                                   




































                                                   






































































































































































































































                                 
本節では、ハイデガーが１９２５・２６年冬学期に行った『論理学』講義205の後半にお
                                                   
204 Vgl.Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer,Siebzehnte Auflage,  1993,以下、この書物か
らの 引用は、（SZ 頁数）において示す。 
























                                                                                                                                                     













なる。（『カントと形而上学の問題』（1927年初版）の 1950年の第二版への 序を参照。Vgl.Martin Heidegger, 











は、「おのれをおのれ自身に即して示すもの、つまり、あらわなもの(das Sich-an ihm-selbst-zeigende, das 










































                                                   
209 これらのうち、『論理学』講義では、〈二律背反の教説〉については扱われていない。 
210 Vgl,Immanuel Kant, Kritik der reinen Vernunft, Frelix Meiner,1998. s.93.（B33） 以下、この書


















































































































































































































すなわちこのものは、それについて私たちが、ただ《それがある es gibt es》 とだけ言う
ところのものの純粋な《es gibt》 を持っている。そして与える者、この与える es である




































































働きでありうる（Das entschlossene Sein bei dem Zuhandenen der Situation, das heist das handelnde 
Begegnenlassen des umweltlich Anwesenden ist nur möglich in einem Gegenwärtigen dieses Seienden. 
Nur als Gegenwart im Sinne des Gegenwärtigens kann die Entschlossenheit  sein, was sie ist: das 
































                                                   
222 時間性は、『存在と時間』では「gewesend-gegenwärtigende Zukunft として統一的な現象」であると
されている。（SZ326） 
223 Vgl.Martin Heidegger, Die Grundprobleme der Phänomenologie, Klostermann Seminar 16,s.1.なお、
この書物は、同社のハイデガー全集第 24 巻の第三版と頁数において等しい。そのため、この書物からの引
用の場合、以下、（GA24,頁数）において示す。 
224 Vgl. Friedrich Wilhelm v. Hermann, Hiedeggers “Grundprobleme der Phänomenologie “ zur  















① カントの命題：存在は real226な述語ではない 
② 中世存在論の、アリストテレスにまで遡る命題：何で在るかという意味での存在
das Wassein（essentia）と事物的存在 das Vorhandensein（existentia）がひと
つの存在者の存在機構に属している 
















諸問題」創文社、溝口競一他訳、2001 年、477 頁の訳注２を参照。 
227第二部で、予定されていたが講義は為されていない部分の表題は、第二章 存在の根本的分節化の問題



















  a.『神の現に在ることの論証のための唯一可能的な証明根拠 (Der einzig mögliche 
Beweisgrund zu einer Demonstration des Daseins Gottes)』（1763）229におけるカ





れる。以下、その第一考察の内容を見てみよう。   
さてここでは、「現に在ること230は、全く何らの述語ではない。あるいは、なんらかの事
物の規定ではない。（Das Dasein ist gar kein Prädikat oder Determination von irgend 
einem Dinge.）」（C76）と述べられる。ここでは、Sein ではなく、現に存在することとい
う意味での Dasein231が、用いられてはいるのだが、それが、「全く何らの述語ではない」









頁数）で 示すこととする。Vgl.Immanuel Kants Werke Band II, Bruno Cassirer Berlin,1922. 訳は、拙
訳であるが、理想社版カント全集第二巻を適宜参照させていただいた。   
230 理想社版の訳は、ここでは Dasein を存在と訳し、表題についても、神の「存在」証明というように
Dasein を存在と訳している。ただし論文の見出しは、「神の現存在の論証」としている。ここでの Dasein
は、Sein とほぼ同じ意味であると、解されているものと思われる。『カント全集』第二巻、理想社、昭和
53 年、１０５－220 頁参照。ここでは、ハイデガーの現存在 Dasein と区別するため、また Sein とも区別






















                                                                                                                                                     
カント的な用法     スコラ哲学    ハイデガーの用法 
現にあること Dasein    ＝   existentia   ＝ Vorhandensein 
現実存在  Existenz                  Vorhandenheit 
現実性   Wirklichkeit                （事物的存在者、事物的存在者性） 







カントの Realität ＝ 事象性（Sachheit）、事象規定性（ Sachbestimmtheit）、事物（res） 























































                                                   
233 カントの第二考察以下の表題とその概略は、以下の通りである。    
第二考察 《内的な可能性が、現に在ることを前提とする限りでの内的可能性について （Von der 



























































                                                                                                                                                     
り、最高の実在性（die höchste Realität）を含むことを論証する（C86-92）。 
         第四考察《神が現に在ることを示すための証明根拠 (Beweisgrund zu einer Demonstration des 





































                                                   
234 アンセルムスの神の存在論的証明の道筋は、ハイデガーの整理によれば以下のようになる GA24,4
２） 
大前提：神はその概念に従えば、最も完全な存在者（das vollkommenste Seiende）234である。 
  小前提：．最も完全な存在者の概念には、現実存在(Existenz)が属している234。 


































































































































                                                   
239“Das Wahrnehmen ist freigebendes Begegnenlassen von Vorhandenem. Das Transzendieren ist ein 
Entdecken. Das Dasein existiert als entdeckendes Die Entdecktheit des Vorhandenen ist das,was 




























































え、スコトゥスとその学派は、distinctio modalis ex natura rei 、あるいは distinctio 
formalis と捉え、スアレスは、distinctio rationis と捉えたとされる（GA24,126）。 












さて、スコトゥスとその学派の distinctio modalis もしくは distinctio formalis とは、「被
造的存在は、ものの本性によって、その存在の属する本質から区別される242」が、「それは
                                                   
241“ Zur Seinsverfassung eines Seienden gehören das Wassein(essential) und das 
Vorhandensein(existential)” (GA24,108) 


































と（der Hinblick auf das Herstellen）」（GA24,150）によって、解釈してゆく。 
 陶工が、まず構想（φαντασία）によって、これから形成するものを範型としての形像と
                                                   
243 Non est autem propria entias. 









意味する（GA24,154）。そして見て取られた ἰδέα あるいは είἶδος、つまりは「それがもと
もと何であったかということ」（τό τί ἦν εἶναι）をもとに、それによって「型（μορφή）」
すなわち「私たちが、存在者について、それが何であるか、ということをそれにおいて読み
取る、存在者の型の全体」（GA24,149）が制作されたものに与えられ、現実化されるのであ









































































































                                                   

















































































されまいと、それ自体として成立している法則としての真理という意味ではなく、S ist P と
いうロゴスの言表に際して、現存在すなわち人間の思惟あるいは悟性に対して露わとなるも
のを意味している。 
たとえば S ist P という言明の内では、S と P との概念の関係が、結合されたり、また S
に含まれる概念の一部が P として分割されて露わになったりし、またそれによって S や P
























































































































































































与試論集』の仕上げ開始の年」であること（完了は３８年）を指摘している。（Friedrich – Wilhelm v. 





































                                                   







































                                                   




















































 第三節 『哲学への寄与』における存在の真理の基本構造 
 
さて次に、ハイデガーが 1936 年から 38 年にかけて書き記し、死後 13 年を経た 1989 年
にはじめて公刊された『哲学への寄与』における存在の真理の基本構造を見てみたい254。 
『哲学への寄与』においては、存在は、Sein と Seyn の二つの表記で登場する。『哲学
への寄与』において主導的に考察されているのは、Seyn のほうである。255。ハイデガー














本来なら文脈上 Seyn と記すほうが適当であると思われる箇所に Sein という表記が用いられている箇所も
いくらかは存在する この問題については、渡邊二郎『覚え書き』145 頁－147 頁参照。、『ヒューマニズム
書簡』においては表記は Sein で統一されている。また、後期の Zeit und Sein（1962）においても、「存
在」を表記するときには、Sein が用いられている。ただし後者は、Sein をここでの Seyn に相当するよう
な意味で用い、ここでの「存在」「存在者性」にあたる言葉としては、Anwesen, Anwesenheit を用いて両
者を区別しているように思われる。 




















する存在が、Seyn として言い表されていた。同様に、『存在と時間』の現存在 Dasein は、
『哲学への寄与』では、「現-存在」（Da‐sein）と表記され、「根拠付け」と題した章のな
かで主題的に記述されている。この「現－存在」は、「Seyn の生き続ける働きとしての呼
び求める促しのなかで固有性を獲得させる働き（Er-eignung im Ereignis als dem Wesen 
des Seyns）」を意味するとされる(GA65 ,293)。ここで現 Da とは、「存在者そのもの全体
の開け」（GA65、296）であり、「現-存在」とはこの「現をあらしめ存在させること、現
を樹立させるあり方ないし存在」（GA65、296）のこととされた260。 
また実存 Existenz も、「現 Da の中へと切実な想いでもって脱自的に離脱すること」














259 本稿では、一般に sein と同じ意味とされる自動詞 wesen を、渡邊二郎『覚え書き』の提案に従い、「生
き続ける働き」として訳すこととする。この語が、ハイデガーにおいては、「生き生き」と「あり続ける」
という「生動性」と「存続性」との 2 重の意味を含むものとして使用されていることについては、渡邊二
郎『覚え書き』175 頁から 253 頁参照。 
260 渡邊二郎『覚え書き』208 頁をも参照。 
261『存在と時間』におけるこの語の使用については渡邊二郎『覚え書き』269－273 頁参照。  
262 この訳語も、渡邊二郎『覚え書き』において提唱されているものを使用させていただいた。 


















                                                                                                                                                     
いては、『覚え書き』273-291 頁参照。 
263 これは例えば、ハイデガーが存在の真理の輝きであるところの美を Berückend-entrückende と表現し













Berückung と Entrückung の内的な統一から、しかるべき時間と空間が生起し、そこで、他の存在者と共
に存在の真理が美として輝き出るのを感受する場が開かれてゆくということは、私たちの日常のいろいろ
な場面において現に生じている事柄であるのではないだろうか。 





















これらの草稿でも、ハイデガーは、Sein と Seyn の表記を使い分け、これまでの形而上




そしてまた「ヘラクレイトスの λόγος、プラトンの ἰδέα、アリストテレスの ἐνέργεια、















                                                   
268 『省察』は全集第 66 巻、『原初について』は全集第 70 巻、『呼び求める促し』は全集第 71 巻として近
年刊行された。『原初の小道』は本稿執筆時点では未刊のため、内容を把握できていない。全集 72 巻とし
て刊行される予定である。 
269 vgl. GA６６、85、136、202、301 


























 また、『原初について』という草稿が書かれていたころに為された 1941 年夏学期講義『根
本諸概念』では、「存在」が扱われている。274ここでは、根本概念としての「存在」が真正


































『ヒューマニズム書簡』の内容の背景となるものとしては、1930 年代後半から 1940 年
代前半に行われたヘルダーリンの詩についての講演や講義275、1942／43 冬学期のパルメニ
















275 総長辞任直後の 1934/35 冬学期には「ヘルダーリンの賛歌『ゲルゲルマーニエン』と『ライン』」の講
義が、1934 年・1936 年には『ヘルダーリンと詩の本質』の講演が行われ、1939 年と 1940 年にはヘルダ
ーリンの詩『あたかも、祭りの日の・・・』が行われ、1941 年には、ヘルダーリンの『帰郷―近親者に寄
す―』の講演がなされ、1943 年には、ヘルダーリンの『追想』についての論文が出版された。また、1941









シェリングの『人間的自由の本質について』を扱った 1936 年および 41 年の講義278を中心
とするドイツ観念論に関する講義、そして36年から 46年にかけて行われたニーチェ講義279
という、大きく分けて４つの種類の講義や論考が、それぞれに重要であると思われる。 













じました。次の 1934－35 年冬学期には私は最初のヘルダーリーン講義をしました。1936 年には一連のニ
ーチェ講義が始まりました。聞く耳をもっていた人はみんな、これがナチズムとの対決であったというこ
とを聴き取りました」と述懐している。（マルティン・ハイデッガー『形而上学入門』付・シュピーゲル対
談 川原栄鋒訳 平凡社ライブラリー 1995 年 400 および 378 頁参照）。 
276 そのほかにも、1935 年の『形而上学入門』および 1941 年の『イスター』講義におけるソフォクレス
の『アンティゴネー』のコロスの言葉についての解釈や、1946 年の『アナクシマンドロスの言葉』がある。
こうしたフォアソクラティケル解釈と思索の本質については、渡邊二郎『ハイデッガーの存在思想』 勁





らかにしている。（同書 384 頁参照） 
277 これは、『精神現象学』の中の Einleitung の部分（16 段落）を解釈したものである。（vgl. Maritn 
Heidegger , Holzwege , Vittorio Klostermann, 1994. s.115－208 以下、この書物からの引用は、括弧内に







278 1936 年の講義については、Maritn Heidegger, Schellings Abhandlung über das Wesen der 
Menschlichen Freiheit (1809) , Max Niemeyer Verlag , 1995 参照。1941 年の講義については、Martin 
Heidegger, Gesamtausgabe Band 49，Vittorio Klostermann, 200.6 参照。  
279 『ニーチェ 1』（Martin Heidegger,  Nieizsche Ⅰ, Neske, 1998）には、「芸術としての力への意志」
（1936／３７）、「同じものの永遠回帰」（1937）、「認識としての力への意志」（1939）が、『ニーチェⅡ』



































また、本書簡では、直接に時間や空間には触れられないが、フランス語の il y a は、
ドイツ語では、es gibtであり、この gibtは、「与えつつあるもの、すなわち、自らの真理
を与えつつある存在の本質のことを名指している」（H26)とされ、この es gibt は、また、
「存在の運命として支配して」（H27)もいるとされる。ハイデガーは、「Ek-sistieren しつ
                                                   
280 “Ek-sistenz bedeutet inhaltlich Hin-aus-stehen in die Wahrheit des Seins.”(H18)  
281 “Der Mensch ist vielmehr vom Sein selbst in die Wahrheit des Seins  geworfen , daß er, dergestalt 
ek-sistierend, die Wahrheit des Seins hüte,damit im Lichte des Seins das Seiende als das Seiende, das 




































                                                   
282 Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer Verlag, Tübingen,  17. Auflage 1993,  S.212f. 
以下、この書物からの引用は括弧内に SZという略号と頁数を併記して表す。 
283“・・ nur solange die Lichtung des Seins sich ereignet, übereignet sich Sein dem Menschen.”(H28)  
 146 











































































 第三章で見たように、ハイデガーは、すでに 1922 年夏学期以降の初期フライブルク期の
                                                                                                                                                     
Grund der ἀλήθεια der φύσις, die Wesung jener Offenheit, die erst das Sichverbergen (das Wesen  des 
Seyns) eröffnet und die so die Wahrheit des Seyns selbst ist”. (Vgl. Marin Heidegger, Gesamtausgabe, 













然本性によって知ることを欲する（Πάντες  ἄνθρωποι  τοῦ  εἰδέναι  ὀρέγονται 
ϕύσει．）」（980a21）を、「見ることにおける生〔見ることが-できるものにおいて明らかにな
ること〕への欲求は、人間がいかに在るか〔（存在の）存在としての時熟の仕方 seinshafte 

























                                                   
289 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe,Bd.62,  Vittorio Klostermann, 2005. Martin Heidegger, 










































292 Vgl, Martin Heidegger, Einführung in die Metaphysik, Max Niemeyer, 1998, 以下、この書物からの
引用は、（EM 頁数）によって示す。なお、訳は基本的には拙訳ではあるが、不明な点については、マルテ























































































































                                                   
297 ハイデガーは、「存在への問いのうちで、はっきりと、無の限界まで進み、無を存在の問いへと引き入
れること」、このことが、「ニヒリズムの真の克服のための第一の、そして唯一の実りある歩み」（EM155）
であると語っている。ハイデガーが、1936 年から 45 年にかけて連続的に行ったニーチェとの対決も、こ
うした意図によるものと考えられる。Vgl.Martin Heidegger, Niezsche,I, Ⅱ, Neske, 1998. 
298 例えば、渡邊二郎の研究によれば、1936 年から 1938 年にかけて執筆された草稿『哲学への寄与』に
おいても、同様の見方が指摘されている。（渡邊二郎『ハイデッガーの「第二の主著」『哲学への寄与試論
集』研究覚え書き』理想社、2008 年、217 頁―235 頁参照。） 
 153 




























                                                   
299 この箇所が選ばれた理由は、ハイデガーによれば、『自然学』第 2 巻第一章（192b8－193b21）におい
て、「アリストテレスは、あらゆる後から来る Natur という語の本質の解釈を担い、また導いているピュ
シスという語の解釈を与えている」からである（GA9,243）。『自然学』のギリシア語原文については、



































                                                   
301 ここでは、渡邊二郎の提案に従い、die Wesung の語を《生き続ける働き》と訳す。その含意について
は、渡邊二郎『ハイデッガーの「第二の主著」『哲学への寄与試論集』研究覚え書き』理想社、2008 年、















































    






































                                                   









































































                                                   
305 Vgl. Martin Heidegger, ≪Wie wenn am Feiertage．．．≫,in  Erläuterungen zu Hölderlins 
Dichtung, Vittorio Klosgermann, 1996, S.49-77.以下、この書物からの引用は、（EH 頁数）によって示す。
邦訳としては、ハイデッガー『ヘルダーリン詩の解明』土田貞夫、竹内豊治他訳、理想社 1980 年、72－





































本節では、こうした Seyn の内実を、『哲学への寄与』（1936-38 年）と同時期の 1936 年夏
                                                   





































性が存することを指摘している。（「シェリングとハイデガー 存在と神」『渡邊二郎著作集第 8 巻』2011
年、筑摩書房、134-149 頁参照。） 
308 Vgl.F.W.J.Schelling, Über das Wesen der menschlichen Freiheit, Reclam, 1999.以下、この書物からの引










































































B. 1936 年夏学期『シェリング講義』309におけるハイデガーの解釈 
                                                   
309 Vgl. Martin Heidegger, Schellings Abhandllung  Über das Wesen der Menschlichen Freiheit (1809), 
Max Niemeyer, 1995, この書物からの引用は、以下、（SA 頁数）において示す。邦訳としては、マルティ
ン・ハイデガー『シェリング講義』木田元・迫田健一訳、新書館、1999 年、を参照させていただいた。ま
た、ヤスパースとの往復書簡をもとにした渡邊二郎の研究によれば、ハイデガーがシェリング『自由論』



















在自体の接合構造（das Gefüge des Seyns selbst）」（SA38）と呼び、必ずしも言葉の上で
は「存在」が話題となっているわけではないこの書物を、存在の接合構造を論じたものとし
て扱っている。また、ハイデガーは、自らの新たな存在の思索の方向を模索しつつ書き進め








                                                                                                                                                     
年、136 頁参照）。実際、ハイデガーは、ヤスパースに宛てた 1927 年 9 月 27 日付けの手紙では、「あなたが
私に、シェリング小論集を贈ってくださって以来、『自由論』が私を捕えてもう放さなくなりました」と記
している（『ハイデッガー‐ヤスパース往復書簡』W・ビーメル／H・ザーナー編、渡邊二郎訳、名古屋大








311 ちなみに、『哲学への寄与』でのハイデガー自身による Seyn の 6 つの継ぎ目（Fuge)は、der Anklang, 













































































































































































































































































































ものの本質が」、「存在の人間への呼びかけ(der Zuruf an den Menschen)を、歴史へと人間
を規定するものとして含んでいるからである」（GA65,51）とする316。この箇所からも明ら
かなように、『哲学への寄与』において、人間に呼びかけてくるものは、基本的には、「存在」







ガーの「第二の主著」『哲学への寄与試論集』研究覚え書き』理想社、2008 年、316 頁参照。） 
316 “Das eigenste ›Sein‹ des Menschen ist daher gegründet in eine Zugehörigkeit zur Wahrheit des Seins 
als solchen, und dieses wieder, weil das Wesen des Seins als solchen, nicht das des Menschen in sich den 
Zuruf an den Menschen als den zur Geschichte ihn bestimmenden enthält.”(Vgl. Martin Heidegger, 
Gesamtausgabe,Band65,Vittorio Klostermann, 1994.)以下、この書物からの引用は、（GA65,頁数）において
示す。ここでは、「存在（Sein）の真理」という言葉が用いられていることからもわかるように、草稿全体
の中で、Sein と Seyn は基本的には区別をもって用いられているものの、この箇所がそうであるように、
内容的には、Seyn を意味する表現においても、ハイデガーはしばしば、従来の Sein を用いて表現してお
り、このような場合には、意味的には奥深い存在を意味していると思われる場合でも、単に存在と訳すこ
ととした。全集第 65 巻での Zuruf あるいは Ruf という語の使用例については、Vgl.GA65, 
31,51f,56,64,67,82,96,233,236,262,311,342,372,380,384f,397,407f,492,510.また、渡邊二郎『ハイデッガーの「第










































































                                                   































三. Ereignis という言葉の訳語としての「呼び求める促し」の妥当性についての検討 
 ハイデガーが、後期の自らの思索の主導的な語318であるとする Ereignis については、こ
れまで、「本有化」319、「性起」320、「呼び求める促し」321、といった訳語が提案されてきた
                                                   
318 ハイデガーは、『ヒューマニズム書簡』の欄外に、「〈Ereignis〉は、1936 年以来、私の思索の主導的
な語〈das Leitwort meines Denkens〉である」と記している（GA9,316）。また 1957 年の『同一律』に
おいても、“Das Wort Ereignis soll jetzt, aus der gewiesenen Sache her gedacht, als Ｌeitwort im Dienst 







































                                                   
322 山本英輔『ハイデガー『哲学への寄与』研究』法政大学出版局 2009 年参照。山本は、「『寄与』では、
人間と存在との二者だけでなく、人間と存在と神との連関という事態としても」Ereignis が語られるとし、
「神と絡んでエアアイグニスが語られることが『寄与』の最大の特徴であると言ってよいであろう」と指
摘している。〈同書 42 頁参照〉 
323 “: die Wahrheit des Seyns und damit das Wesen der Wahrheit west nur in der Inständigkeit im 








































































                                                   
324 Das Sein als das Element ist die »stille Kraft« des mögenden Vermögens, das heißt des Möglichen. 
(Vgl.Martin Heidegger, Über den Humanismus, Vittorio Klostermann, 2000.S.8)以下、この書物からの引






























（das»Mög-liche«）である。境域として(als das Element) の存在は、好みつつ
成し遂げるものの《静かな力》、すなわち、可能的なものの《静かな力》(die »stille 















本に残されている。このことから、ここでの存在は、1936 年から書き始められて Vom 
 179 
Ereignis の副題を持つ『哲学への寄与』において、「奥深い存在は、呼び求める促しとして


























                                                   
326 本来は再帰動詞であるが、ここでは、過去分詞形ではあるが、目的語を取る他動詞として用いられて
いる。これは、ハイデガー独自の、この動詞の特殊な用法であることについては、渡邊二郎『ハイデッガ
















































































また同時にハイデガーは、好むという動詞 mögen と、成就する能力を意味する Vermögen
とを、共通部分として mögen を持つという言葉のつながりから、事柄自体としても関連付
けている。mögen、Vermögen331 という言葉の連関から、成就する能力というもののうち
                                                   
328 この点については、本章第二節のピュシス概念についての論稿をも参照。 














das»Vermögend-Mögende« であり、das»Mög-liche« として、捉えられるものなのであった。 
そしてまた、「境域として(als das Element) の存在は、好みつつ成し遂げるものの《静かな
力》、すなわち、可能的なものの《静かな力》(die »stille Kraft« des mögenden Vermögens, das 






















































                                                   
332 例えば、トマスは『神学大全』第１部１３問１１項で、Qui est が、「神にもっともふさわしい名」
であるとし、神が、なによりも「存在」であることを確認し、また第２０問第１項では、ヨハネ第一の手










年 219 頁参照）。 



































                                                   
335 ハイデガーの欄外注記は、原文では、transcendens freilich nicht ―― troz alles metaphysischen 
Anklangs ―― scholastisch und griechisch-platonisch κοινόν, sondern Transzendenz als das 
Ekstatische － Zeitlichkeit ― Temporalität; aber  ›Horizont‹! Seyn hat Seyendes ›überdacht‹. 


























                                                   
336 ハイデガーは、1944 年夏学期の講義において、ヘルダーリンの、»Wer das Tiefste gedacht, liebt das 
Lebendigste.«という言葉を解釈しつつ、「思索自体が愛である」（ＧＡ５５，２１２）としている。 
337例えば、真宗門徒の妙好人であれば「わしが阿弥陀になるじゃない。阿弥陀の方からわしになる。南無








338 Sein als Ereignis Ereignis:die Sage; Denken: Entsagen die Sage des Ereignisses 





をなす」と言われている。（vgl.Martin Heidegger Unterwegs zur Sprache Günter Neske 2001 s.169） 
340 ×印を附した存在は、生前の既刊著作では 1956 年の Zur Seinsfrage に出てくる存在の表記の仕方であ
る。（Vgl.Martin Heidegger, Gesamtausgabe,Bd9, Vittorio Klostermann, 2004.S.385-426.また渡邊二郎

























                                                                                                                                                     
いうその否定、抹消の意義を表示する」が、同時に「四つなるものの四つの方位を示し、かつ交錯の場に
おける四つのものの集収を指し示している」とされる。（同書 230 頁） 
341 物理的には、「力の場」とは、「位置によって働く力が決まる空間」である。（阿部龍蔵「エネルギーっ
てなんだろう」『数理科学』2003 年 12 月号サイエンス社所収 １３頁参照。あるいは、「場」とは、「空間
の各点ごとに定義されていた、時々刻々変化する量である。言い換えると、空間座標 r と時間座標 t とを



































般的には、可能態は、δύναμις、potentia、vermögen  möglichkeit として、現実態、ἐνεργεια 




























                                                   





































                                                   
346 ここでは、創文社版（加藤精司訳）の訳文を参照させていただいたが、訳文の統一のため一部の訳語
を変更して引用させていただいた。 
347 “Die höchste Idee ist ・・das überhaupt so etwas wie Sein und Unverborgenheit  mit-ermöglicht, d.h.Sein und 
Unberborgenheit als solche zu dem ermächtigt, was sie sind.”(GA 34, 99)  
348
 “die Ermächtigung für das Sein, daβ es sich als solches gibt, und in eins damit die Ermächtigung der 

























350『「ヒューマニズム」について』マルティン・ハイデッガー 渡邊二郎訳 筑摩学芸文庫 1997 年の渡
邊二郎先生による訳注２３６－２３７頁参照。 









































                                                   
352 『存在と時間』における本来的な歴史学の理念については、赤塚弘之「ハイデガーにおけるヒストー
リエ解釈について――『存在と時間』第二の課題〈存在論の歴史の解体〉との連関をめぐって（『思索』第
42 号 83－104 頁所収）参照 
353 静かな（stille）という語は、『哲学への寄与』においては、「静けさ」（Stille）と言う名詞形で用いら






354 ニーチェ全集１３『権力への意志』（原佑訳）ちくま学芸文庫 2002 年 219 頁参照 



































                                                   




















には、災いへの殺到を与える（Sein erst gewährt dem Heilen Aufgang in Huld und Andrang zu 
Unheil dem Grimm.）」（Ｈ52） 
 
と述べている箇所である。ここでは、 
  １．存在がはじめて、無傷の健全なものに、恵みのうちでの立ち現われを与える。 




















































                                                   
358 また、この「争いを含んだもののうちに」「否む働き御するものの本質の由来が隠れている」（Ｈ51）
と言われる。こうした働きについては、本節四において若干の考察を展開している。 
359 Vgl.F.W.J.Schelling,Über das Wesen der menschlichen Freiheit, Reclam,1999.邦訳としては、『世界
の名著 43 フィヒテ・シェリング』、中央公論社、1997 年所収の渡邊二郎訳『人間的自由の本質』とその訳





360 Martin Heidegger、Schellings Abhandlung über  das Wesen der Menschlichen Freiheit (1809), Max 





























































































































363 Das Sein selber ist das Verhältnis, insofern Es die Ek-sistenz in ihrem exsistenzialen, das heißt ekstatischen 

































                                                   







365 Das Nichtende im Sein ist das Wesen dessen, was ich das Nichts nenne.Dasum, weil es das Sein denkt, denkt das 
































                                                   
366 渡邊二郎は、「無の問題をめぐるドイツ観念論期の思索とハイデッガーの思索との連関」（「哲学」第 30







を持っている」とする（『渡邊二郎著作集』第８巻、筑摩書房、2011 年、522 頁参照）。 





























                                                   
368
 Vgl. Martin Heidegger  Schellings Abhandlung  über das Wesen der Menschlichen Freiheit(1809) , Max 
Niemeyer Verlag Tübingen 1995. s.201－234(Anhang) この書物からの引用は、（Ｓ頁数）で示す。 
同書には、以下のようなメモも掲載されている。  
ヘーゲルーシェリングーニーチェ 
ヘーゲル ： 知の意志（承認）－ （欲求） 




自ら-自分自身を‐意欲することとしての《意志》－ 自己存在  
意志と主観性                           （ｓ.２２４） 

























































































テレス解釈の内容を引き継ぎつつ、「ἀπόφασις としての λόγος の真であることは、





















作集』第三巻、筑摩書房、2011 年、11－35 頁参照。） 
371 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe,Bd21,Logik Die Frage nach der Wahrheit, Vittorio 
Klostermann, 1995. S.127-195.  
372 “Dabei erfuhr ich -  zuerst mehr durch ein Ahnen geführt, als von begründeter Einsicht geleitet – 
das eine: Was sich für die Phänomenologie der Bewuβtseinsakte als das sich-selbst-Bekunden der 
Phänomene vollzieht, wird ursprünglicher noch von Aristoteles und im ganzen griechischen Denken 
und Dasein als ἀληθεια gedacht, als die Unverborgenheit des Anwesenden, dessen Entbergung, sein 
sich-Zeigen. Was die  phänomenologischen Untersuchungen als die tragende Haltung des Denkens neu 
gefunden haben, erweist sich als der Grundzug des griechischen Denkens, wenn nicht gar der Philosophie 
















































































                                                   
373 『ヒューマニズム書簡』（1946）においては、『存在と時間』において“《es gibt》 das Sein”（SZ212）
といわれたときのその「与える」ものとしての es とは、「存在」である、といわれている。ここでの es も、










第二節 『真理の本質について』（1931・32 年冬学期講義）における真理  




















にして、開けの生き続ける働きは、奥深い存在の真理そのものなのである（Das Da-sein ist der eigen sich 
gründende Grund der ἀληθεια der φύσις, die Wesung jener Offenheit, die erst das Sichverbergen (das 






（全集第 9 巻）にも収められている。ここでは、以下の単行本をテクストとして用いる。Martin Heidegger, 
Platons Lehre von der Wahrheit , Vittorio Klostermann Frankfurt a.M.1997 . なお、この書物からの引









































が照らしている」（katalampei aletheia te kai to on 508d5）。しかして、生成消滅するものを離れてこの





れないのである。（渡邊二郎「アレーテイア小考」哲学雑誌第 80 巻 752 号、有斐閣、昭和 40 年 10 月所収
90－91 頁参照。） また岡田紀子は、「『存在と時間』の道程と構造は《洞窟の比喩》の道程と構造そのもの
である」といい、「それがハイデガー自身の理解でもあったと思う」としている。（岡田紀子『ハイデガー




















































に 10 年後のハイデガーの真理の捉え方へと、目を向けてみることしたい。 
 




























































                                                   

























                                                                                                                                                     
ことを、『真理についてのプラトンの教説』、『哲学への寄与』などで述べている。『存在への寄与』におけ
る、「最初の始まり」におけるアレーテイア把握の不十分性への指摘の内容については、渡邊二郎『ハイデ
ッガーの「第二の主著」『哲学への寄与試論集』研究覚え書き』理想社 2008 年 233‐235 頁参照。 
379 後期ハイデガーの存在の真理の構造については、渡邊二郎『ハイデッガーの存在思想』勁草書房 1994














の関係における、根本の真理があり、これが存在の究極の形式的構造なのである。」（同書 168 頁） 
380 渡邊二郎『ハイデッガーの存在思想』勁草書房 1994 年 141 頁参照。 








ても、Lichtung des Seins という形で（H15、17－19，22、23、28、29、42、53、55）
多用されている。また本書簡においてもこの言葉は、“Lichtung als Wahrheit des Seins 














                                                   
382 ハイデガーにおいて、Lichtung がアレーテイアを意味する言葉とされていること、また、本書簡にお













































                                                   
384 「ドイツ語の単語 Lichtung384は、言語史的には、フランス語の Clairère(林間の空き地）の直訳である。
Lichtung という語は、やや古い Waldung(森林）と Feldung（野原）という語にならって形作られている。
Waldlichtung（森林の中の伐採地もしくは林間の空き地）は、やや古い言い方では Dickung（叢林）と呼
ばれるところの密生した森林に対する区別のうちで経験される・・」（Martin Heidegger,  Das Ende der 
Philosophie und die Aufgabe des Denkens , in： Zur Sache des Denkens , Max Niemeyer Verlag , 2000,  
4.Auflage, s．72） 
385 単なる明るみを意味する das Helleとは違って、「開けた明るみ」は周囲の暗さの存在、光をさえぎる
ものの存在をも暗示的に含んでいることに注意されたい。 
386 ハイデガーは、１９４４年夏学期のヘラクレイトス講義においてロゴスの問題を扱い、その根源的な




































387 ちくま学芸文庫版『「ヒューマニズム」について』の渡邊二郎による訳注 231-233 頁参照。後期ハイデ











































































                                                   
390“Sein lichtet sich dem Menschen im ekstatischen Entwurf. Doch dieser Entwurf schafft nicht das Sein.  Überdies 
aber ist der Entwurf wesenhaft ein geworfener. Das Werfende im Entwerfen ist nicht der Mensch, sondern das Sein 
selbst, das den Menschen in die Ek- sistenz des Da- seins als sein Wesen schickt. Dieses Geschick ereignet sich als 
die Lichtung des Seins, als welche es ist. Sie gewährt die Nähe zum Sein. In dieser Nähe,in der Lichtung des  Da , 
wohnt der Mensch als der Ek- sistierende, ohne daß er es heute schon vermag, dieses Wohnen eigens zu erfahren und 


















































「二義性」を持つとする。(vgl.Emil Kettering ,Nähe , Günther Meske,1987. s.18 邦訳『近さ』理想社






























                                                   
395“ Das Denken baut am Haus des Seins,als welches die Fuge des Seins je geschichkhaft das Wesen des Menschen 
in das Wohnen in der Wahrhiet des Seins verfügt, Dieses Wohnen ist das Wesen des 《In- der - Welt- seins》”.(vgl.
（S.u.Z.》、S.54）(H50)      
396 例えば、ハイデガーは、1951 年の講演の中で「住むことは、死すべきものどもが地上にあるそのあり
方である」（S. 142）「住むことはしかし、それに従って死すべきものどもが存在しているところの存在の
根本特徴である」（S.155）としている。(Martin Heidegger,Vorträge und Aufsätze,Klett-cotta,2004) 




















                                                                                                                                                     
それは探ねられつつあるものなのである。」（ハイデガー『ヘルダーリン詩の解明』理想社 1980 年所収「帰
郷――近親者に寄す――」手塚富雄訳参照（Das Eigenste der Heimat ist zwar längst bereitet und denen,die das 
Geburtsland bewohnen,schon zugeschickt. Das Eigenste der Heimat ist bereits das Geschick einer Schickung,oder 
wie wir jetzt dies Wort sagen; Geschichte.Doch in der Schickung ist das Eigene gleichwohl noch nicht übereignet. Es 
wird noch zurückhalten. Deshalb ist auch,was allein der Schickung gemäß bleibt, das Schickliche noch nicht 
gefunden. Was dann aber schon geschenkt und doch zugleich versagt wird, heißt das Gesparte. Als der gesparte 
begebnet der Fund schon und bleibt doch das Gesuchte.）(Martin Heidegger, Erläuterungen zu Hölderlins Dichtung, 





















開け（die Offenheit des Seins）を意味している。・・人間は、存在自体がそのもの




































こうした意味での世界が、ヒューマニズム書簡では Lichtung といわれているのである。 






























































































































































































                                                   
402 ここでは、Max Niemeyer 版 1993 年刊（17 版）をテクストとして用い、以下、この書物からの引用




を指摘していた。（ 渡邊二郎『ハイデッガーの実存思想』新装第二版 勁草書房 １９９４年 ５５８頁


















































                                                   
405 „Das In-der-Welt-sein wiederum ist ontologisch verklammert in der Strukturganzhait des Seins 
des Daseins,als welche die Sorge charakterisiert wurde.“(SZ209) 
406„ Das Sein des Daseins besagt: Sich-vorweg- schon-sein-in-(der-Welt-)als 
Sein-bei(innerweltlichbegegnendem Seienden).Dieses Sein erfüllt die Bedeutung des Titels Sorge, der 










































































                                                   
407 „Zukünftig auf sich zurükkommend, bringt sich die Entschlossenheit gegenwärtigend in die Situation. Die 
Gewesenheit entspringt der Zukunft so zwar, daß die gewesene (besser gewesende) Zukunft die Gegenwart aus sich 






































                                                   
















































































                                                   












ころ〉の解体」（『理想』2004 年Ｎｏ．６７２．127－136 頁所収を参照） 
412 ここで、存在している、という言葉は斜字体になっている。ここでの「存在している」その仕方が、事
物的存在者としての存在の仕方とは異なる範疇における存在の仕方であることを、暗示するためであろう。 
413 Ist denn das Dasein als angerufenes nicht anders <da> denn als rufendes? (SZ275)  







































































































る」（Omnia ergo illi debent: primo quidquid sunt in quantum naturae sunt, deinde 
quidquid melius possunt esse  si velint, et quidquid oportet eas esse.）(A302)。周知の
ように、アウグスティヌスにとっては、「全能の神」は「現実存在していないものどもに存








ているからである。」(Quia enim nemo superat leges omni potentis creatoris, non sinitur 
anima non reddere debitum. Aut enim reddit bene utendo quod accepit aut reddit 




                                                   
415 Vgl. Corpus christianorum Series Latina, XXIX, Aurelii Augustini Opera, Pars Ⅱ ,2, Turnholti, 
Typograhi Brepols Editores Pontifici ,1970. 以下、この書物からの引用は、(A,頁数)において示す。（訳は、
『アウグスティヌス著作集３初期哲学論集（３）』泉治典・原正幸訳、教文館、1995 年を参照させていた





によって企てられるべきことを指示する方」(qui vel extrinsecus lege vel in intimis cordis 































































































































































































































                                                   
































あろう。ハイデガーは、「Da-sein は、奥深い存在の真理を根拠づける働き（die Gründung 










































                                                   






















の Da-sein という表現に込められた意味かと思われる。 
 
 第三節 『ヒューマニズム書簡』における現-存在と Ek-sistenz 
 




されている Ek-sistenz とはどういうことなのかを考えてみたい。 
 
一 『ヒューマニズム書簡』における人間あるいは Da-sein とはどのようなものか 
 
すでに『哲学への寄与』に即してみたように、本書簡でも、単に人間というときには、
Mensch が用いられ、『存在と時間』においては人間を意味した Dasein は Da-sein といっ
たように、Da と Sein が‐で隔てられて用いられている。そのため、ここでも単純にこれ
                                                   
420 私たちは、渡邊二郎の提案に従って、Inständigkeit を、「奥深く立ち入った会得」と訳す。その意味
するところについては、渡邊二郎『ハイデッガーの「第二の主著」『哲学への寄与試論集』研究覚え書き』






































422 Als der Ek-sistierende steht der Mensch das Da-sein aus, indem er das Da als Lichtung des Seins 
in 《die Sorge》 nimmt ．Das Da-sein selbst aber west als das 《geworfene》.   Es west in Wurf des 
Seins als des schickend Geschichklichen.(H19)       






























二 人間の本質としての Ek-sistenz とはなにか 
さて、ハイデガーは、本書簡において、 
                                                                                                                                                     














人間の Ek-sistenz のうちにある」（H17） 
 
とする。次に、この Ek-sisitenz とは何かを考えてみたい。 
 ここでの Ek-sistenz は、「可能性としての essentia」との区別における「現実性」を意味
する「伝統的な existentia の概念」と「同一ではない」（H17）。なぜなら、この Ek-sistenz









































































































                                                   
425 Jean-Paul Sartre L’existentialisme est un humanisme  Gallimard 1996  p.26 参照  
































































                                                                                                                                                     
照。） 
430 山田晶によれば、ハイデガーの、トマス及びスアレスにおいて existentia の意味で esse が用いられて
いるという指摘（Vgl.GA２４，116）や、ハイデガー自身の存在者と存在の区別（存在論的差異）及び形
而上学批判に応答する形で、1930 年代以降、トマスにおけるエッセ研究が進み、トマスが esse と existentia
を区別して用いていることも明らかになったとされる。（山田晶『トマス・アクィナスの＜エッセ＞研究』
創文社、1978 年参照）。こうした流れの中の一人には、ハイデガーのもとで学んだイエズス会士の Johannes 
B. Lotz もおり、トマスに於ける存在と、ハイデガーに於ける存在を比較した研究書を著している
（VglJohannes B.Lotz, .Martin Heidegger und Thomas von Aquin, Günther Neske, 1975）。同じ時期に
ハイデガーに学んだイエズス会士で、20 世紀最大のカトリック神学者のひとりとなる Karl Rahner は、ハ








（Vgl.Rudolf Bultmann Martin Heidegger Briefwechsel 1925-1975,Vittorio Klostermann,2009.）、他に
も、ハイデガーの存在論が神学に貢献しうることを指摘した Heinrich Ott、Denken und Sein Der Weg 
Martin Heideggers und der Weg der Theoligie, Evangelischer Verlag,1959,などがある。ハイデガーの存
在論をギリシア正教の立場から検討した研究書としては、Christos Yannaras, On the absence and 
unknowability of God Heidegger and the Areopagite,T&T Clark International,2005.がある。また、マリ
オンは、ハイデガーの影響の下で、キリスト教の神を、×印つきの Dieu で表記し、これを、「われわれの
思惟には思惟し得ないものとしての神」であることを表わそうとし、さらにこの神は、もしも「思惟する
としたら愛（アムール）」であるとした。（”Penser Dieu, donc,hors la différence ontologique, hors la 
question de l’Être, aussi bien, au risqué de l’impensable, indispensable, mais indépassable. Quel nom, 
quell concept et quell signe pourtant demeurent encore praticable? Un seul doute, l’amour, ou comme on 
voudra dire, tel que seint Jean le propose ---- <Dieu (est) agape>(1,Jean 4,8)”(Jean-Luc Marion, Dieu sens 
l’être, presses Unibersitaires de France, 1991. p.73) マリオンは、こうした愛の固有性を、「みずからをを与
えること」（le propre de l’amour consiste en ceci qu’il se donne）(p.73)とする一方で、「神は、存在なしに






















































































                                                   
431 例えば、ハイデガーは、民族の本質について、以下のように言う。“Das Wesen des Volkes gründet in 
der Geschichtlichkeit der Sichgehörenden aus der Zugehörigkeit zu dem Gott”(Vgl. Martin Heidegger, 





















く別のもの、とりわけ、キリスト教的な神とはまったく別のもの(Der ganz Andere gegen 











                                                   
432 Vgl.Paola-Ludovica Coriando, Zum >letzten Gott< in Heideggers >Beiträgen zur Philosophie<, (in 
Die Gottesfrage im Denken Martin Heideggers, Norbert Fischer, Friedrich-ilhelm von Hermann 
(Hg.) .Felix Meiner, Verlag,2011, S,89-103.) S.91. 
433 “Zum Begriff, zur Idee Gottes gehört die Bestimmung, daβ er das vollkommenste Seiende,ens 
perfectissimum ist.”(GA24,40). “Das Sein ist wesenhaft weiter denn alles Seiende und ist gleichwohl 
dem Menschen näher als jedes Seiende, sei dies ein Fels, ein Tier, ein Kunstwerk eine Maschine, sei es 
ein Engel oder Gott.”(H23)。こうしたことの背景には、修行時代のハイデガーが、特に詳しく研究したと
思われる中世の哲学者が、神を ens として扱うスコトゥスであったことも、影響しているのではないか、




























                                                   
434 “Die Verweigerung ist der höchste Adel der Schenkung und der Grundzug des Sichverbergens, 
dessen Offenbarkeit das ursprüngliche Wesen der Wahrheit des Seyns ausmacht. So allein wird das 
Seyn die Befremdung selbst, die Stille des Vorbeigangs des letzten Gottes.”(GA65,406)  
435 Crownfield は、「まったく別の」というフレーズが、1920 年代から 30 年代のキリスト教神学におい
て、特に、初期のカール・バルトやキルケゴールの宗教思想における神の位置を特徴付けるのに用いられ
ていたことを指摘している。（Cf. David Corownfield, The Last God, in Companion to Heidegger ’s 






























                                                   
436 山本英輔『ハイデガー『哲学への寄与』研究』法政大学出版局 2009 年参照。 











Zum >letzten Gott< in Heideggers >Beiträgen zur Philosophie<, (in Die Gottesfrage im Denken Martin 
































索者は存在を発語する。詩人は聖なるものを名指す。（Der Denker sagt das Sein. Der 
















ム」について』 渡邊二郎訳 ちくま学芸文庫 1997 年における渡邊二郎の解題的総注 149－154 頁参照）。
本論文では、これらのうち全集版と同一内容の単行本版 Martin Heidegger , Über den Humanismus , 
Vittorio Klostermann, Frankfurt  a.M. 10. ,ergänzte Auflage 2000.をテクストとして用いる。 
440 Erst aus der Wahrheit des Seins läßt sich das Wesen des Heiligen denken. Erst aus dem Wesen des Heiligen ist 
das Wesen von Gottheit zu denken. Erst im Lichte des Wesens von Gottheit kann gedacht und gesagt warden,was das 




























も考えられる。（この問題については渡邊二郎『ハイデガーの存在思想』勁草書房 1994 年 308－309 頁
も参照） 
443 H27 参照。また、Martin Heidegger，  Erläuterungen zu Hölderlins Dichtung ， Vittorio 
Klostermann .1996. s.49－77 参照。 訳出にあたっては、訳語の選定に関して、理想社版および、柿原




444 Martin Heidegger，  Erläuterungen zu Hölderlins Dichtung ， Vittorio Klostermann .1996. s.9













つの事柄が含まれているのである」と指摘している（同書 321 頁）。（『ハイデッガーの存在思想』勁草書房 








































                                                   
446“ Die Natur be-geistert alles als die allgegenwärtige，alleerschaffende”.(EH60) 
447 “Und die uns lächelnd den Aker gebauet, /  In Knechtgestalt, sie sind bekannt, die / Die Allebendigen, die Kräfte 
der Götter”. (EH65)  
































Natur berückt und entrückt）」（ＥＨ５４）とする。この berücken, entrücken という動詞
は、『哲学への寄与』のなかで、それぞれ空間性と時間性に結び付けて語られていたことに
わたしたちは注意せねばならない。渡邊二郎が指摘するように449、「この両者の結合から」
                                                   
448Innigkeit について、ハイデガーは、1934／35 年冬学期のヘルダーリン講義の中で、以下のように述べ、
それは、「純粋に発現するものの諸力の敵対性のかの根源的な統一」であり、「純粋に発現するこの奥深い
存在に属している秘密である(Die Innichkeit ist jene ursprüngliche Einheit der Feindseligkeit der 
Mächte des Reinentsprungenen. Sie ist das zu diesem Seyn gehörige Geheimnis.)」（GA39,250）として
いる。 





































                                                   


































                                                   
451 ハイデガーは、すでに若い日からヘルダーリンの詩に心を寄せていた。（中央公論社版の「存在と時間」
の渡邊二郎による年譜によれば、21 歳の年以降に「ヘルダーリンに接し、地震に遭ったような感動を味わ



































































































































                                                   
455 この時期のハイデガーの神についての思索には、ヘルダーリンよりもむしろシェリングの影響のほう
が大きいように思われる。シェリングとの関連については、渡邊二郎「シェリングとハイデッガー ――
存在と神――」（平成 10 年度科学研究費補助金 基礎研究（Ｃ）（２）研究成果報告書『近現代ドイツ哲学


















そして、1941 年から 1942 年に記された『呼び求める促し』においては、「詩作と思索」
は、「奥深い存在の真理の基礎づけ」として、すなわち「創立としての基礎づけ」としてあ
るのだとされている（GA71,321）。その一方で両者を対比して、「詩作は聖なるものの近さ
を形成する言葉のうちで（im bildenden Wort）の故郷的なもの(das Heimische)の伝達」で
あり、「詩作は神々の居場所となるようにと人間存在の歴史を設立すること」であるとし、






















































                                                   
457 Der Äther jedoch ，worin die Götter allein Götter sind，ist ihre Gottheit. Das Element dieses 




































                                                                                                                                                     
















































































                                                   
459 本章第一節参照 















































































































                                                   
462  „Ek-sistenz bedeutet inhaltlich Hin-aus-stehen in die Wahrheit des Seins.“ Martin Heidegger  
Über den Humanismus , Vittorio Klostermann, Frankfurt  a.M. 10. ,ergänzte Auflage 2000 , S.18  以
下、この書物からの引用は 括弧内に略号のＨと頁数を併記して示すことにする。 
 „Der Mensch ist vielmehr vom Sein selbst in die Wahrheit des Seins  geworfen , daß er, dergestalt 
ek-sistierend, die Wahrheit des Seins hüte,damit im Lichte des Seins das Seiende als das Seiende, das 
es ist, erscheine“.(H22) 
463 Das Wesen des Menschen beruht in der Ek-sistenz. Auf diese kommt es wesentlich, das heißt vom Sein selber 
her, an, insofern das Sein den Menschen als den ek-sistierenden zur Wächterschaft für die Wahrheit des Seins in diese 
selbst ereignet.(H37) 
464ここでの Ethos は、ドイツ語で書かれており、ドイツ語でのエートスは、各文化に独自な習慣の形成態、
倫理感、道徳性、などを意味する。（小学館『独和大辞典』第二版コンパクト版 2000 年 719 頁参照。） 
465 εἶναι γὰρ καὶ ἐνταῦθα θεοὺς…（H47）    
















                
第一節  本書簡におけるヘラクレイトスの格言と逸話および、そこでの「神469」とは
                                                   
467 本書簡中でも、ハイデガーは、“Die φύσις aber dachten sie（＝ソクラテス以前の哲学者たちは） in 
















































ューマニズム」について』1997 年 の渡邊二郎の個別的訳注 300 頁参照。また、H.Diels-W.Kranz, Die 
Fragmente der Vorsokratiker ，3 Bde を定本とした、ちくま学芸文庫版『初期ギリシア自然哲学者断片

















































                                                                                                                                                     
想である。プラトンも『国家』（617E１）では、『ダイモンが人を選ぶのではなく、人がダイモンを選ぶの
だ』と言って、人間の自己責任を強調している」。（プラトン『パイドン』岩波文庫 2001 年 岩田靖夫訳に
おける、岩田靖夫の訳注 190 頁参照）。ハイデガーがここで念頭においている「近代的」解釈も、こうした
解釈の仕方のことを指すと思われる。 
473 ἦθος bedeutet Aufenthalt , Ort des Wohnens. (H46) 
474確かに、このギリシア語のエートスという言葉は、人間について使用されたときに、「そのひとの性質、
性格」、という意味（his disposition, character）をもつだけでなく、もともとは、「慣れ親しんだ場所」（an 
accustomed place）といった意味を持っている（cf. An Intermideate Greek-English Lexicon  founded 
















                                                                                                                                                     
もので、「広く深い」「生き続ける働き」のうちの、「現前に立ち現れてきている現存の働き」というその「一
面」を表していると考えられる。（渡邊二郎『ハイデッガーの「第二の主著」『哲学への寄与試論集』研究
覚え書き』 理想社 2008 年 173－253 頁参照。） 
477Θεόςあるいは θεάという言葉を、ハイデガーは「観ること、観点（a seeing, looking at, view, aspect, that 
which is seen, the place for seeing from,）といった意味を持つ名詞 θέᾱと、その語源である動詞 θεάομαι、






479 An Intermideate Greek-English Lexicon  founded upon the seventh edition of Lidell and Scott’s 
Greek-English Lexicon Oxford  p.172 参照  
480 Rudolf Otto， Das Heilige Verlag C.H.Beck ，2004 s.53－55 参照。この中で、オットーは、










される。（『聖なるもの』オットー著 久松英二訳 岩波文庫 2010 年の解説 463 頁参照）。 
 また、ハイデガーのブルトマン宛の 1927 年 10 月 6 日付けの手紙の中でも、「オットーの講演（1927 年
7 月にマールブルグの神学部長としてなした祝辞・・訳者注）の印刷を読みました。――祝辞としてはた
いへん良くできているがその他の点では、理念のない、やや高度な形式での決まり文句。しかし、それで
も、なんらか《霊的》なものがあります。」と書いている。（Rudolf Bultmann  Martin Heidegger  









のである。ハイデガーは、1942／43 冬学期の『パルメニデス』講義（Martin Heidegger , Gesamtausgabe 
Band 54  Parmenides ,  Vittorio Klostermann , Frankfurt am main . 1992 参照。以下、この書物から
 276 
ハイデガーは、別の講義では482、ダイモーンとほぼ同じ意味であるダイモニオン（こ


































482 1942／43 年冬学期『パルメニデス』講義のなかの、プラトン『国家』第 10 巻６１４ｂ２の神話につい
ての解釈においてである。 
483An Intermideate Greek-English Lexicon  founded upon the seventh edition of Lidell and Scott’s 
Greek-English Lexicon Oxford  p.17１ 参照   




























                                                   
486 “Das Sein selber ist das Verhältnis, insofern Es die Ek-sistenz in ihrem exsistenzialen, das heißt ekstatischen 
Wesen an sich hält und zu sich versammelt als die Ortschaft der Wahrheit des Seins inmitten des Seienden. ”(H24) 
487 Das Sein als das Element ist die »stille Kraft« des mögenden Vermögens, das heißt des Möglichen. (H8) 








ける根本規定であるキネーシスから生じてきたもの」（Vgl. Martin Heidegger, 
Gesamtausgabe,Bd.62,Vittorio Klostermann,2005,S.99）と指摘していた。 
491 Vgl, Martin Heidegger, Einführung in die Metaphysik, Max Niemeyer, 1998, 以下、この書物からの
引用は、（EM 頁数）によって示す。 
492 Vgl.Marin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd.55,  Vittorio Klostermann, 1994.以下、この書物からの
引用は、（GA55,頁数）において示す。 
493 Vgl. Martin Heidegger, ≪Wie wenn am Feiertage．．．≫,in  Erläuterungen zu Hölderlins 
Dichtung, Vittorio Klosgermann, 1996, S.49-77.以下、この書物からの引用は、（EH 頁数）によって示す。
邦訳としては、ハイデッガ 『ーヘルダーリンの詩の解明』手塚富雄、土田貞夫、竹内豊治他訳、理想社 1980

























るし、言われうる」（Erst aus der Wahrheit des Seins läßt sich das Wesen des Heiligen denken.Erst aus dem Wesen 
des Heiligen ist das Wesen von Gottheit zu denken.Erst im Lichte des Wesens von Gottheit kann gedacht und gesagt 










































波書店『アリストテレス全集８』 島崎三郎訳 1969 年 282 頁参照） 
498 Marrin Heidegger ，Gesamtausgabe  Band 55  Heraklit ，Vittorio Klostermann，３．Auflage 1994 




ての機能を果している」と言われていた。（Zeichen ist ein ontische Zuhandenes das als dieses 
bestimmte Zeig zugleich als etwas fungiert was die ontologische Struktur der Zuhandenheit 
Verweisungsganzheit und Weltlichkeit anzeigt.( Vgl. Martin Heidegger , Sein und Zeit, Max 
Niemeyer Verlag ,Tübingen , siebzehnte Auflage 1993、S.82) ここでの徴は、それ自体は見ることが
出来ない、存在者の立ち現われを支える存在としてのピュシスの働きの全体をかまどや火といった存在
者が、徴として、指し示しているという意味であろうと思われる。 
501 Δαίωνと言う現在分詞から作られた名詞の下になっていると思われる δαίωという動詞は、to light up, 








































                                                   


































504 Martin Heidegger, Gesamtausgabe,Band53,Vittorio Klostermann Frankfurt a.M.1984. （創文社版
ハイデッガー全集第 53 巻『ヘルダーリンの賛歌≪イスター》』三木正之 他 訳 1990 年をも参照）。た
だし、アンティゴネーの言葉については、ハイデガーのドイツ語訳からではなく、ギリシア語原文からの
拙訳である。以下、引用については、（ＧＡ５３，頁数）で示すこととする。 
505 Sophocles ， Antigone . (450 – 457) （ Loeb Classical Library  Sophocles Ⅱ 1994． p.４４参
照）。また、ソポクレース『アンティゴネー』 呉 茂一 訳 岩波文庫 1997 年 34 頁も参照。（拙訳
にあたっては、これらの訳を参照した。）  
506 “Das Gegenspiel spielt zwischen dem Unheimischsein im Sinne des ausweglosen Umriebes im 


























                                                                                                                                                     
Sein.”(GA53,147) 
507 “Antigone ist innerhalb des Umheimlichsten das höchste Unheimliche.”(GA53,129) 
508 ハイデガーは、この講義の中で、『アンティゴネー』において歌われる合唱の解釈を行い、その冒頭の
箇所“πολλὰ τὰ δεινὰ κοὐδὲν ἀνθρώπου δεινότερον πέλει”を”Vielfältig das Unheimliche, 
nichts doch / über den Menschen hinaus Unheimlicheres ragend sich regt.(GA53,74) と訳す。そして人間の
「不気味さ」すなわち das Unheimliche は多義的であるとし、その意味は異なるが、アンティゴネーもク
レオンも、この合唱で名指されている「慣れ親しんだ場所に休らっていない」人間のうちに入ると見る。
合唱の解釈の分析はここでは措く。 
509 “Die dem Menschen und nur ihm eigene Zugehörigkeit zum Tod und zum Blut ist selbst erst 
bestimmt durch den Bezug des Menschen zum Sein selbst”(GA53,147) 
510 “τὸ δεινὸν τοῦτο － die Unheimliche, das Antigone auf sich nimmt, ist keineswegs das Furchtbare 
und Ungewöhnliche das frühen Todes, den zu erfahren sich als Gewiβheit vor sich sieht, denn ihr Sterben 
ist ja, wenn es überhaupt etwas ist , das , was das καλῶς ausmacht, die Zu-gehörigkeit zum Sein. Ihr 
Sterben ist ihr Heimischwerden, aber das Hiemischwerden in jenem und aus jenem 
Unheimischesein.”(GA53,129)  
‘Diesen Eine （＝逃れられない死）ist es,dem Antigone schon zugehört, was sie als zum Sein gehörig 


























512 “Das Sein ist nichts Wirkliches, sondern das, was das Seinkönnen das Wirklichen bestimmt und 
zumal das Seinkönnen des Menschen; jenes Seinkönnen, in dem sich das Menschsein erfüllt: das 





















山慶正 訳 岩波新書 2002 年 97 頁）  
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             2008 年に帰天された渡邊二郎先生の 82 回目のお誕生日に 
                 放送大学での先生の学恩に心から感謝しつつ 
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